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取扱書店
日本の図書館・博物館・美術館史事典
̶トピックス 1871-2023

　定価14,960円（本体13,600円＋税10％）
　ISBN978-4-8169-3007-2 冊

●明治政府により文部省が置かれた1871（明治4）年か
ら2023（令和5）年までの、図書館・博物館・美術館な
どの施設に関する出来事を年月日順に一覧できる
年表形式の事典です。

●日本の収集・展示・保存施設に関する近代以降のト
ピックス2,515件（法律・制度、専門職・資格、技術、出
版、会議・展覧会、沿革・活動、事件・災害など）を収録。
わかりやすく簡潔な記述により、この一冊で収集・
展示・保存施設に関する歴史を理解できます。

●検索に便利な「分野別索引」、「事項名索引」付き。

日外アソシエーツ 編
A5・450頁　定価14,960円（本体13,600円＋税10％）　ISBN978-4-8169-3007-2　2024年5月刊行

● 日本の収集・展示・保存施設の歴史を時系列に一覧できる ●

日本の図書館・博物館・美術館史事典
　ートピックス 1871-2023

トピック例

1871.9.29 〔博物館/政策〕博物局設置
1872.4.28 〔図書館/沿革・活動〕「書籍館」設立
1882.この年 〔動・植物園/〕日本初の水族館
1902.この年 〔美術館/沿革・活動〕大倉美術館開館
1907.10.17 〔図書館/出版〕『図書館雑誌』創刊
1936.7.25 〔動・植物園/沿革・活動〕上野動物園から黒豹脱走
1948.6.5 〔図書館/沿革・活動〕国立国会図書館開館
1974.4.20 〔博物館/展覧会・学会〕東博で「モナ・リザ展」始まる
1981.4.1 〔図書館/沿革・活動〕「JAPAN/MARC」頒布事業開始
1994.2月 〔美術館/学会・展示〕バーンズ展、入場者数100万人を突破
2002.10．7 〔図書館/沿革・活動〕国立国会図書館関西館開館
2007.1.21 〔美術館/沿革・活動〕国立新美術館開館
2014.2.20 〔図書館/その他〕アンネ・フランク関連図書損壊事件
2018.4.1 〔博物館/沿革・活動〕国立映画アーカイブ開館
2019.3.20 〔文書館/法律・制度〕「平成」改元文書、保存期間を延長
2020.この年 〔博物館/沿革・活動〕第1回 日本博物館協会賞
2021.6.23 〔動・植物園/沿革・活動〕シャンシャンが双子出産
2022.1.21 〔文書館/政策〕行政文書の保存期間短縮
2022.3.28 〔動・植物園/沿革・活動〕天王寺動物園がクラウドファンディング
2023.7.24 〔美術館/その他〕美術品を地下駐車場で保管…

1872年
（明治5年）

3.10〔博物館/展覧会・学会〕湯島聖堂で博覧会　文部省博物局は、湯島
聖堂で博覧会を開催した。日本初の官製博覧会となった。出品された
資料は、前年の大学南校物産会から引き継いだ資料や、ウィーン万博
のために収集した資料などで、古美術品、古道具、古瓦、武器武具、
古銭、調度品、日用品、博物標本など600点以上に上った。特に話題
となったのは、名古屋藩が献上した金鯱で、観衆の人気を集めた。ま
た、クサガメやサンショウウオなどの生き物も展示された。当初の予
想を大きく上回る観覧者が訪れ、会場が混雑したことから会期を延長
し、4月30日までの開催となった。20日間の入場者数は1日平均約
3,000人、延べ15万人となり、4月3日には明治天皇も観覧した。この
博覧会を前身とする東京国立博物館は、この時を創立年としている。

1899年
（明治32年）

11.11〔図書館/法律・制度〕「図書館令」公布　勅令第429号をもって
「図書館令」が公布された。図書館に関する最初の単行法令で、全8
条からなり、図書館行政の基本を定めたもの。図書館職員の任免・身
分等について規定する他、私人による図書館設立を認可。第7条で
「公立図書館二於テハ図書閲覧料ヲ徴収スルコトヲ得」と定め、公立

2021年
（令和3年）

この年〔美術館/展覧会・学会〕3都市で「表現の不自由展」を企画 
2019年の「あいちトリエンナーレ」で開催され、昭和天皇の写真を燃
やす映像や慰安婦を象徴する彫像などが物議をかもした「表現の不自
由展・その後」出品作を中心にした展覧会が東京・名古屋・大阪の3
都市で企画された。東京では6月25日～7月4日に「表現の不自由展・
東京展」を開催予定だったが、街宣車による抗議活動などのためギャ
ラリーが会場の提供を辞退。代替会場が見つからず延期となり、22年

2023年
（令和5年）

8.7〔博物館/沿革・活動〕国立科学博物館がクラウドファンディング　
国立科学博物館 （東京都台東区）が不足する所蔵品の収集・保管資金
を補うため、クラウドファンディング（CF）を開始した。資金不足
の主な理由はウクライナ侵攻などによる物価高騰と、コロナ禍による
入館料収入の激減。2022年度の光熱費は前年度比約1.6倍の3億3500万

内容見本


